
福島県からの要望も踏まえ、原子力災害
から子どもをはじめ住民の健康を確保する

ために必要な事業を中長期的に実施する

ための基金を県に創設。

福島県では、この基金を活用して、全県民

を対象に被ばく線量や健康状態を把握
するための健康診査等を実施。

・基金に対する国費拠出
=専門的知見に基づく助言

福島県における住民の健康管理
13/03/20

放射線健康管理担当参事官室

国は、福島県が県民の中長期的な健康管理を可能とするために必要な事業を中長期的に実施する

ために創設した『福島県民健康管理基金Jに782億円の交付金を拠出し金面的に黒を支援。

県民健康管理77イ rと(仮穂)

女健康穏査や検査の括果を

個々人が記録 ・保管

☆肢S」編に関する知酪の菖放

手一字ベース

◆県民の長難にわたる健康管理と治療に活l13

●健康管理をとおして得られた知見を次世代

に活lB

相談…支援
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l.県民健康管理調査

>全 県民(約202万 人)を対象とした放射線影響の推定

調査の実施。回収率23.5%,998%以_Lが5mSv未満(最大25hSの米

X行動調査を基に推計した震災後4ヶ月間の外部被ばく線量(H25731現在)

>18歳 以下の子ども(約36万人)を対象とした継続的な

甲状腺超音波検査の実施。受診者教216,809人1125■3瑚在)
>避 難住民等を対象とした健康状態を把握するための健康
診査の実施
>避 難住民等を対象としたこころの健康度調査及び妊産婦
に関する調査

‖.安心・リスクコミ・
~ケーション事業

>子 どもや妊婦に対する個人線量計の貸与
>ホールボディカウンター等の整備など検査体制の強化

,今 後の万針 ・スケジュール

>国 として、県民健康管理調査を引き続き支援していく。
>加 えて、検査結果のきめ細かなフォローを行うため放射線
医学県民健康管理センター※を福島県立医大に整備。

(※平成24年度予備費59.8億 円)

県民健康管理 (金県民対象 )

健康状態を把握繰量を把握 (基礎データ)

内 容 ;甲状腺超音波検査
X3年 程度で対象者全員の現状を把握し、その後は定期的に検査

対象者 :迎難非 及び 題揺離劉流環勁軍と認めら価

内 容 i一般健診項目十白血球分画等

隠場ての盤診や市町村が行う住民健診、

対象番 1選難区域等以外の住民 かん摸診等を定期的に受診することが、
戻病の宰簡発見 皐々題治療につながる.内 容 :一般健診項目

郎存僻診の対象タトの県民への健移震樋

フォ ロー



基本調査 (健康を見守り続けるための 「基礎」となる調査です)

【目 的】

各個人が受けた放射線による外部被ぼく線量を

推計するため、行動記録を記入していただく。 推

計結果は各人にお知らせし、外部被ばく線量を知つ

てもらうとともに、長期にわたって実施していく詳細

調査や各人の健康管理における基礎資料とする。

【対象期間】

平成23年3月11日～7月11日 4ヶ月間

問診票 (行動記録)

地も1施設名

①自宅

②皐

◎会社

■(〇〇町OO
中学校松農)

浄人宅(△△市△

△Fr守△△)(Э

避数所くロロ町□□

ヤ学状)(Э

②避 難 宿泊所

▽▽温泉▽▽荘)

◎電車
◎第人宅(O O県
市OO〈D

1孫藤 藤 |
平成23年3月11日～7

月1日に県内に住民登

録があつた方

平成23年3月11日～7月1日
に居住していたが、住民登録が界
外にある方

平成23年3月11日～7月1日に県内
に通勤通学していた県外居住者

平成23年3月11日～3月25日に県内
に―時滞在した県外層住者

(月1トー

3/15

屋内

移動

屋外

屋内

移動

(火1
屋外

基本調査間診票の行動記録を基に、放射線医学総合研究所 (放医研)の 『外部被
ばく線量評価システム」により、値人ごとの外部被ばく線量を推計する。

【調査のスキーム】

十人お橘′鞍生母骨ギ紘講総議課隷:頓親臨題爺莞奮:轄!苗1
1 れ

、 個 人 の 外 部 被 ば く 線 量 が 評 価
ド
れ る 。

  _ _ _ _ _ _ _ _ 十 一 ― 十 一 ― ― 一 ― ― 一― … … 一 」

質問票による

行動調査

器辞::買提乏i:ilig;:&努i:桂:選‖:盤y
―        洋

〔'資
),…,(

住民の長期的な健康管理に資する

基礎的なデータの提供
住民の健康不安の軽減



基本調査問診票 回答 '緑量推計 ・結果
731現 在

俣町(山本言)

101,697

外部被ばく関係 基本調査の回収状況

回収状況としては、先行調査地域(サll俣町(山木屋)、浪江町、飯舘 i
村)で58.30/0、福島県全体で23,50/0となつている。(平成25年7月31日時点)|

茎 隷 鞭 賄 !十競 i調 鋪 離 新

回 先 行地  483 489 492 498 502 524 546

収 域   %  %  %  %  %  %  %

拾 購 体 解 協
0協 0軌 0軌 8軌 0軌 5

全県民を対象とし
たr基本調査」は、

墾薔轟萱採買七富|
かつた時期 (震災
後7月11日 までの

4か月間)における
外部被ばく線量を
県民一人一人の行
動記録を基に推計d
ナ巴握し、将来にわ
たる県民の健康の

維持、増進につな
げていくことを目的
に実施している。
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基本調査 1 福 島県の住民の外部被ばく線量推計結果の概要 |
外部被ばく関係 l  i       (3月 11日から7月:ュ見

までの累積線量)_十
一―=―十‐千」

県民健康管理調査(基本調査)において、各個人の行動パタ
ーンと線量率マップから放射線医学総合研究所の開

発した外部線量推計システムにより外部被ぱく線量を順次推計中。          ‐

平成25年7月31日現在で445,015人の外部被ばく線量を推計済999.8%が5品Sv未満、99.9%以上が10msv未 満であつ

た。なお、県北口県中地区では90%以 上が2mSv未 満、県南地区約91%、会津
・南会津地区99%以 上、相双地区約

78%、いわき地区99%以 上がl mSv未満。最大は25mSvとなっている(※放射線業務従事経験者を除く)。

出典:第42回福島県1県民健康管理調査」検討委員会資料
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(福島県、平成25年 3月20日 発表)6



外部被ぼく線量推計結果

【全県調査(先行調査十全県民調査)】
五鍛

親丑別分布状況
こ放射線袋器錠事者を練く】

(平成25年 7月34口分まで)
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甲状腺検査 1(子 どもたちの健康を長期的に身守ります)

1 調 査目的

チェルノブイリ原発事故では事故後4～5年後小児甲状腺がんの発生が報告されたことから、子供

たちの甲状腺への放射線の影響が心配されています。そのため、現時点での甲快臓の状況を担

握するとともに、生涯にわたる健康を見守り、本人や保護者の皆様に安心していただくため、平成

23年10月より甲状腺検査を実施している。

2 実 施計画等
(1)対象者:平成23年3月11日に18出までの全系民約36万人(県外避難者も含む)
・平成25年度までに一巡目を終了(先行調査:ベースラインの調査)。
,二巡目として、20歳までは2年に1回t20歳以降は5年に1回の頻度で実施(本格調査)。

(2)検査方法:

<T次 検査>甲状腺の超音波検とを実施
く二次検査>一 定以上の大きさの縮節やのう胞等が認められた場合(B判定)や甲状腺の大

きさや結節の形状から早めの検査が必要な場合(0判定)は 辞ヽ細な超音波検査、採血、尿検

も
ノ

湧⇒

査、必要に応じて細胞診等を実施。



甲状腺超音波検査 ～一次検査実施状況～

1lf141ⅢI'■|,11ヤ1丁|||:|||〕ltす|■十ヤギ|liⅢ■|;車!,,
県内検査機関での実施分

詳細調査

内部被ばく関係

ⅢⅢⅢれキ:|"liⅢⅢl,お|

(平成25年7月31日現在)

県外検査機閥での実施分 (平成25年6月30日現在)

E)受 診者数合計 216,809人

詳細調査 甲状腺超音波検査 ～一次検査結果 /二次検査実施状況～

■‐ | 千 ‐■   | | |  す| ' l t ! 子| |  | ! ‐
‐

A 〔
Al) 経 柿や韓lB遊認めなかったもの

半J

定  ぃ 。  50mm以 下の結締や200mm以 下の韓'とを言コめたもの

B判 定   51問 ぃ以上の結柿や201以上の寒脱 認めたもの

c半けこ   甲 林凛の拡態等から判断して、直ちに二次儀査を要するもの

二次張童対象若(B ttC)

検萱実施者

Al

A2

網胞言ク実施

計

2 6 1 0 S 9

14.903

2 1 4

0

214人(100常)

174人(313郎)

169人(100拭)

11人(67贈

23′代(141常)

83人

129人     (509期
〔79い )    46人

(282覚)

5

7 9 1 9 6 1

601259

‐952

1

1   953人
(100馬)

594人 (623路)

462ン` (100斉)

5人(11対)

125人(270郎)

1            120人

332人      (260郎
)

|(719拓)  212人

(459常)

113人(100ゆ

3人物 6常)

0人(0萌

1,230人(100斉)

771人(602N〕

625人(100常)

16人(26郎)

143人(237郎)

203人

461人    (325斉
)

(739冷
        258人

(413郎)

10

6 、7 9 9

9,721
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1 8 6 1 3 2 9

341703

1,279

1
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次
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へ
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移
行

1半:4手|イ|

H25年度実施対象市町村 44,993 39,927 3.0

H24年度実施対象市町村 163,264 133,942 82.0

H23年度実施対象市町村 47,766 39,193 82、7

合計 256,023 御 軌3め 83.3

キ=11サヤ , ■尭孝■

H24年度実施対象市町村 30,896 4,157 1,644 39.5

H23年度実施対象市町村 9,635 2,154 1,799 54.6

合計 40,531 6,311 σ3,446め 54.6
※1該 当検査実施市町村において受診できなかつた未受診者へのお知らせ発送分。

網胞診未実施



受診者数 BC半1,超
2次検査

受診者
がん、ないしがん疑い
(がん/がん疑い/良性)

平成23年度※ 40,764 205 166 塑 (P4/1)
平成24年度※ 134,735 935 255 16   (5/11/0)

合計 175,499 1,140 421 28  (12/15/1)

(参考)甲状腺検査に係る数値の推移
(平成25年6月5日公表時)

※実施対象市町村 "欠検査受診者のうち、がん、がん疑いと診
轡承婆牝乳色

の害1合は、

|
6.7%(6月公表時)→5.7%(8月公表時)と大建

健康診査 1(生 活習慣病予防や様々な疾病の早期発見口早期治療につなげていきます)

1 調 査目的

今回の東日本大震災とそれに続く福島第一原子力発電所事故により、国の警戒区城等に
指定された区域に居住していた住民を中心に生活スタイルが今までとは全く異なるものと
なつたり、その食生活や運動習慣などの生活習慣にも大きな変化があつたり、さらには、受
診すべき健康診査も受けることができなくなるなど、自分の健康に不安を抱えている状況に
1あ ります。県民の健康管理を図るためには健康状態を把握し、生活習慣病の予防や疾病の
早期発見、早期治療につなげていく必要があることから、避難区域等の住民の方々に健康
診査を実施している。                、

2 実 施計画等
(1)対 象者

平成23年 3月11日 (震災‐時)に警戒区域、計画的避触区城、緊急時避難準備区域に指定された

市町村及び特定避難勧奨地点の属する区城(以下「避難区城等」という。)に住民登録があつた住

民並びに基本調査の結果必要と認められた方

(ヽ2)健 康診査の項目

(平成25年8月

平成23年度※ 14  ( 9/4/1)

平成24年度※ 135,586 30   (9/21/0)

平成25年度※ 39,927

216,809 1)280

身長、体重、
血算 (赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロピン、血小板数、白血球数、白血球ゐ口)

7歳～15歳

(小学校1年生～中学校3年生)

身長、体重、血圧、
血算 (赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロビン、血J 板ヽ数、白血球数、白血球分画)
[希望による追力0頂日]
血液生化学 (AST、 ALT、 γ一GTP、 TG、 HDL―C、 LDL―C、 HbAlc、 空腹時血格、

血清クレアチエン、eGFR、 尿酸)

身長、体重、腹囲 (BMl)、 血圧、
血算 (赤血球数、ヘマトクリット、ヘモグロピン、血」ヽ板数、白血球数、白m球 分画)
尿検査 (尿富白、尿絹、尿潜m)
血液生化学 (AST、 ALT、 γ―GTP、 TG、 HDL―C、 LDL―C、 HbAlc、 空腹時血糖、

血清クレアチニン、cGFR、 尿酸)
※下線曽[|よ、通常、特定健康診査では検査しない追加項目 12



福島県におけるwBcの 1測定状況の概要

環境モニタリングの結果等から、他の地域に比べ外部及び内部被ばく量が高い可能性がある地域(サ11俣町
山木屋地区、飯舘村、浪江町)や避難区域等の住民に対して、平成23年 6月 27日 からホールボディカウンタ
ーによる内部被ばく検査を開始。順次対象地区を拡大し、平成25年 6月30日 までに139,153名 を実施。セ
シウム134及び137による預託実効線量で99,9%以 上がl mSv未満t最大でも3.5mSv未 満であり、全員が

趣襲強提鰹説塑ゴ幽進賢墜とか土 とき加岬邸おる。_

①対象自治体 :
福島市、伊達市、川俣町、郡山市、須賀川市、日村市、鏡石町、天栄村、自河市、西郷村、相馬帝、南相馬市、広野町
、楢葉町〔富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、新地町、飯館村、いわき市、二本松市、本宮市、国見
町、大玉村、石川町、浅川町、三春町、泉崎村、中島村、失吹町、工川村、平田村、古殿町、会津若松市、西会津市、
猪苗代町

②測定実施機関
福島県、 (独)放射線医学総合研究所、 (独)日本原子力研究開発機構、
南相馬市立総合病院、新潟県、弘前大学病院、広島大学病院、長崎大学病院

③測定結果 (預託実効線量)(平 成25年 6月実施分まで:平成25年 8月 20日 発表)

l  m S v未満

l mSv

2品 Sv

3 rnSv

合  計

15,3a4名

13名

10名

2名

15,409名

12ユ743名

1名

‐  0名

0名

123ル44名

139,127名

14名

1  10名

2名

139,153名

※預託実効線量 :平成 24年 1月までは3月 12日 の 1回採取と仮定、2月 以降は平成23年 3月 12日から

1年間毎日均等な量を継続して日常的に経口標取したと仮定して、体内から受けると思われる内部被ばく線量に

ついて、成人で 50年 間、子どもで70歳 までの線量を合計したもの。 13


